
陸上大会 大活躍 自己ベスト更新 続々と

紺碧の空 の下、第68回佐渡市中学校陸上競技大会が18日に開催され、市内全中学生が市陸上競技場

に集いました。爽やかな風が吹く中、大会新記録が続々と出た素晴らしい大会でした。入賞した人も入賞は

できなくても自己ベストを更新した人も、本当に精一杯頑張りました。畑野中の選手のほとんどが自己ベス

トを更新したというからすごいことです。昨年なかった優勝カップも、獲得しました。

応援団は笹木団長を中心に、みんなをリードして応援を盛り上げてくれました。競技役員をした１・２年

生もとても一生懸命仕事をし、担当の先生から褒められました。また、ある校長先生から「開閉会式での畑

中の選手たちは背筋が伸び、前をしっかり向き、とても姿勢がよいですね」とお褒めの言葉をいただきまし

た。競技以外でも、このような行動で褒められることはとても嬉しいことです。普段の全校集会の姿そのま
うれ

まです。黄金時代の先陣を飾るにふさわしい、競技・応援・裏方の仕事をみんなで果たしていました。

大会入賞者は次の通りです。※ＯＰ：オープン種目（１～３年共通）

優勝 ２年女子 １００ｍ 金子

２位 ＯＰ男子 走幅跳 古屋

３位 ＯＰ女子 ２００ｍ 金子

３位 ２年男子 走高跳 大倉

４位 ２年女子 ４×100ｍＲ 中川・金子・高橋・藤原

４位 １年女子 １００ｍ 生田

５位 ＯＰ女子 ４×100ｍＲ 生田・金子・藤原・高橋

５位 ＯＰ女子 四種競技 高橋

５位 ２年女子 １００ｍ 藤原

６位 ＯＰ女子 １００ｍＨ 土屋

６位 ２年男子 １１０ｍＨ 中村

７位 ＯＰ女子 ２００ｍ 生田

７位 １年男子 ４×100ｍＲ 石井・望月・中川・川上

８位 ＯＰ男子 ４×100ｍＲ 笹木・古屋・齋藤・服部

８位 ＯＰ女子 走高跳 城家

８位 ＯＰ男子 ３０００ｍ 田中

８位 １年男子 １００ｍ 川上

教育目標 「 豊かな心で たくましく 自分の人生を切り拓く 生徒 」

重点目標 「 豊かな心 確かな学力 健やかな身体 」
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嬉しかったこと ２年 金子 応援団長として ３年 笹木

嬉しかったことは、100ｍ、200ｍで自己ベス 僕にとって、応援団長として初めての仕事でし

トが出たことです。100ｍでは、これまでの練習 た。快晴で朝から暑い一日で、そんな時こそ応援

の成果が出たと思います。200ｍでは、100ｍ中 団が引っ張っていかなければと気合いを入れまし

心に練習してきたので不安がすごくあったけれ た。 急 遽打合せをして、短距離、中・長距離の
きゆうきよ

ど、３位という成績を残せて本当に嬉しかった 応援を分けて行い、うまくいきました。

です。 応援団以外の人も、出場選手を教えてくれて、

他にも、挨拶や返事の大切さや自分から率先 ありがたかったです。立ちっぱなしで足が痛くな
あいさつ

して準備や練習をすることの大切さを３年生か ったけれど、何よりも大きな失敗もせず終わった

ら学び、印象に残っています。 のがよかったです。

「リスペクト・アザース」人権を考える
人権講話 が23日行われ、人権擁護委員であり主任児童員の長嶋様からお話を聞きました。

自己紹介の後、事前にご用意いただいたレジュメを使いながら、実際にあった人権問題の事例を分かりや

すくご説明いただきました。中でも「リスペクト アザース」という中学校３年生が書いた作文についての

お話は、大変印象に残るものでした。

作文の内容は、生まれてから10歳半までアメリカで暮らした作

者が、日本での学校生活で感じたカルチャーショックから、改め

てアメリカで身に付けた「リスペクト アザース（他人への尊敬）」

の大切さを再認識し、この考えを大切にすれば素晴らしい社会に

なっていくと思うというものでした。

学校では今後も人権について学習したり考えたりする機会を設

定していきますが、今回の講話は生徒の心に深く刻まれたことで

しょう。

教育実習生 来たる
畑野中卒業生 の相田先生、竹谷先生が23日からの教育実習に来ています。相田先生は３週間、

竹谷先生は４週間、母校畑野中で教師になるための実習をします。立派な教師になってほしいと思います。

お二人にインタビューしてみました。

１ 自分が中学生の時と比べて、今の畑中の雰囲気はどうですか。
・家庭学習をしっかりやっていて、教科の先生だけでなく学年部の先生方で点検しているところが違いま

すね。手厚くなっていると思います。また、学年間の仲がとてもよいと感じました。私たちが中学生の

頃は、３年教室には怖くて行けませんでした。部活の先輩、後輩の関係が厳しく、先輩のルールは絶対

でした。今考えるとおかしいなと思うこともありますが…（笑い）。

・変わっていないなと思うのは、思いやりがあるところでしょうか。こっちが分からないことをいろいろ

教えてくれて有り難いです。

２ 先輩として、後輩たちにメッセージをお願いします。

夢はでっかく、根は深く 相田 あるものを活かせ 竹谷

「夢はでっかく、根は深く」（相田みつを）私の好き 「ないものを嘆くな、あるものを活かせ」

な詩の１つです。中学校は将来への準備期間でもあり これは、私が常に心掛けている言葉です。

ます。授業、部活、課題など忙しくてつらいかもしれ 周りの人と自分を比べる必要はありませ

ません。しかし、そこを頑張ることは皆さんの力にな ん。あなたにしかできないこと、あなただ

ります。根っこのように他の人には見えないことでも からこそできること、が必ずあります。あ

しっかり取り組んでいれば、将来立派な花を咲かせる なたらしさを磨いてみてください。

（夢や目標が達成できる）ことにつながると思います。 実習中、少しでも多くの皆さん一人一人

３週間という短い間ですが、皆さんと楽しく、充実 の「よさ」に出会えることを期待していま

した毎日を過ごしていきたいと思っています。 す。


